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札幌教区ニュース／第２３号［１］

第２４号
２０１５年８月９日

教
区
宣
司
評
で
は
、『
札
幌

教
区
百
周
年
』
を
、
盛
り
だ
く

さ
ん
の
記
念
行
事
を
行
う
こ
と

で
終
わ
る
の
で
は
な
く
、
今
ま

で
の
自
分
た
ち
の
歩
み
を
振
り

返
り
、
私
た
ち
に
与
え
ら
れ
た

使
命
を
改
め
て
認
識
し
直
し
、

新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
て
い

く
こ
と
を
前
提
と
し
て
内
容
を

検
討
し
て
き
ま
し
た
。

教
皇
パ
ウ
ロ
６
世
が
語
っ
て

い
る
よ
う
に
、
物
事
に
は
車
の

両
輪
の
よ
う
に
両
方
と
も
大
切

な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
宣
教
に

関
し
て
言
え
ば
、内
的
宣
教（
信

者
の
福
音
化
）も
外
的
宣
教（
社

会
の
福
音
化
）
も
福
音
宣
教
の

両
輪
と
し
て
大
切
な
事
は
言
う

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

教
区
宣
司
評
運
営
委
員
会

が
、
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
三
段
階
に
ま
と
め
て
み
ま
し

た
の
で
、
小
教
区
や
各
種
集
ま

り
、
修
道
院
な
ど
で
話
し
合
っ

て
、
有
意
義
な
時
間
を
送
っ
て

頂
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

【
取
り
組
み
の
第
一
ス
テ
ッ
プ
】

「
共
同
体
」「
宣
教
」「
召
命
」

に
関
し
て
、
司
教
メ
ッ
セ
ー
ジ

に
述
べ
ら
れ
て
い
る
次
の
４
項

目
に
つ
い
て
、
今
、
実
際
に
私

た
ち
が
出
来
る
こ
と
、
あ
る
い

は
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
小

教
区
や
グ
ル
ー
プ
な
ど
で
話
し

合
っ
て
く
だ
さ
い
。

次
の
１
０
０
年
の
た
め
に
、

直
近
の
３
年
間
に
何
が
出
来
る

か
、
何
を
す
べ
き
か
を
考
え
る

の
も
一
つ
の
方
法
で
す
。

◆
信
徒
が
宣
教
司
牧
の
中
心
的

役
割
を
担
う
に
は
ど
う
し
た

ら
良
い
か
を
考
え
る
。

◆
建
物
に
こ
だ
わ
ら
な
い
教
会

共
同
体
を
作
る
に
は
ど
う
し

た
ら
良
い
か
を
考
え
る
。

◆
常
に
宣
教
し
て
い
る
（
現
在

進
行
形
の
）
共
同
体
と
は
ど

の
よ
う
な
も
の
か
に
つ
い
て

考
え
る
。

◆
外
国
籍
信
徒
と
一
緒
の
多
国

籍
教
会
と
し
て
の
共
同
体
の

在
り
方
を
考
え
る
。

【
取
り
組
み
の
第
二
ス
テ
ッ
プ
】

各
小
教
区
や
グ
ル
ー
プ
で
話

し
合
っ
た
後
に
、
適
時
、
話
し

合
っ
た
内
容
を
持
ち
よ
り
、
地

区
全
体
で
さ
ら
に
話
し
合
っ
て

く
だ
さ
い
。
地
区
で
の
話
し
合

い
が
数
回
出
来
る
と
良
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
内
容
を
深
め
る
た
め

に
、
講
演
会
や
勉
強
会
な
ど
を

開
催
す
る
の
も
一
つ
の
方
法
で

す
。

【
取
り
組
み
の
第
三
ス
テ
ッ
プ
】

２
０
１
６
年
９
月
４
日
の
記

念
大
会
（
於：

札
幌
の
藤
学
園

講
堂
）
に
お
い
て
、
地
区
ご
と

に
ま
と
め
た
一
年
間
の
取
り
組

み
の
総
括
と
、
札
幌
教
区
の
新

た
な
世
紀（
第
二

世
紀
）に
向

け
て
の
提
言
や
祈
り
、
共
同
祈

願
を
発
表
し
奉
納
し
て
頂
き
ま

す
。そ

し
て
、
司
教
の
訓
話
も
し

く
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
で
教

区
百
周
年
の
年
の
活
動
を
総
括

し
ま
す
。

教
区
宣
司
評
（
札
幌
教
区
宣
教
司
牧
評
議
会
）
と
教
区
宣
司
評
運
営
委
員
会
は
、

昨
年
度
か
ら
検
討
を
重
ね
百
周
年
の
年
を
次
の
よ
う
に
取
り
組
む
こ
と
を
期
待

し
、
７
月
２
日
付
で
各
小
教
区
と
修
道
院
へ
取
り
組
み
方
に
関
す
る
文
書
を
送
付

◆
２
０
１
４
年
６
月
７
日

教
区
宣
司
評
で
百
周
年
の
骨

子
を
検
討

◆
２
０
１
４
年
１０
月
１５
日

教
区
宣
司
評
運
営
委
員
会
を

開
催
し
、
教
区
百
周
年
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
検
討
を
開

始◆
２
０
１
４
年
１１
月
２４
日

教
区
宣
司
評
に
て
教
区
百
周

年
の
あ
り
方
、
よ
り
具
体
的

な
内
容
を
検
討

◆
２
０
１
４
年
１２
月
９
日

教
区
宣
司
評
運
営
委
員
会
を

開
催
し
、
教
区
百
周
年
の
開

催
内
容
の
検
討
を
深
め
る

◆
２
０
１
４
年
１
月
２１
日

教
区
宣
司
評
運
営
委
員
会
を

開
催
し
、
教
区
百
周
年
の
年

の
概
要
を
ま
と
め
る

◆
２
０
１
５
年
４
月
５
日

教
区
百
周
年
の
年
に
関
す
る

司
教
文
書
を
発
行
（
百
周
年

の
年
の
取
り
組
み
を
示
唆
）

◆
２
０
１
５
年
４
月
１５
日

教
区
宣
司
評
運
営
委
員
会
を

開
催
し
、
百
年
の
開
催
原
案

を
ま
と
め
、
教
区
宣
司
評
に

諮
る
こ
と
と
す
る

◆
２
０
１
５
年
６
月
６
日

教
区
宣
司
評
で
教
区
百
周
年

の
開
催
概
要
を
ま
と
め
、
実

施
し
て
い
く
こ
と
と
す
る

教
区
百
周
年
記
念
誌
（
Ｄ
Ｖ

Ｄ
）
制
作
の
シ
ナ
リ
オ
を
説

明
し
、
各
地
区
の
協
力
を
依

頼
す
る

◆
２
０
１
５
年
６
月
１０
日

教
区
百
周
年
の
年
の
標
語
の

募
集
を
行
う

◆
２
０
１
５
年
６
月
２４
日

教
区
宣
司
評
運
営
委
員
会
を

開
催
し
、
具
体
的
な
取
り
組

み
を
ま
と
め
、小
教
区
・
修
道

院
へ
告
知
す
る
こ
と
と
す
る

◆
２
０
１
５
年
６
月
３０
日

全
道
司
祭
会
議
で
、
教
区
百

周
年
の
年
に
関
し
て
、
教
区

宣
司
評
と
運
営
委
員
会
で
の

と
り
ま
と
め
事
項
を
説
明

◆
２
０
１
５
年
７
月
２
日

教
区
百
周
年
の
年
の
今
後
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
の
文
書

を
小
教
区
、
修
道
院
へ
発
送

◆
２
０
１
５
年
７
月
２１
日

第
一
回
の
教
区
百
周
年
記
念

誌
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）
編
集
委
員
会

を
開
催

◆
２
０
１
５
年
７
月
２４
日

教
区
百
周
年
の
年
の
標
語
選

定
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ
を

発
信

【【【
教教教
区区区
百百百
周周周
年年年
ののの
年年年
ののの
動動動
ききき
】】】

（
２
０
１
５
年
７
月
２４
日
現
在
）

『『『
札札札
幌幌幌
教教教
区区区
百百百
周周周
年年年
ののの
年年年
』』』
ののの
取取取
りりり
組組組
みみみ



２２２５５５ののの個個個人人人・・・グググルルルーーープププかかかららら６６６９９９首首首ががが応応応募募募
教区１００周年の年の標語の選定方法は、皆様から応募いただいた「標語」を教区の皆様と分ち合った

うえで、これはと思う「標語」に皆さんが、１位、２位、３位まで選んで投票して決定することにな

りました。

投票の締め切りは８月３１日（月）まで

投票様式は任意で、「標語」の番号、投票者氏名、所属教会・修道院名を記載し、Fax（０１１�２２１�３６６８）、
Ｅ�mail（officecsd＠csd．or．jp）までお寄せください。

【応募された標語】

１．百年（ももとせ）の 北の十字架 永遠（とわ）に栄え

２．未来へと 語り継がれる 我が信仰

３．仕え合う心（で）愛を告げ（て）

４．心を受け継ぎ 愛を生きる

５．いま 告げ知らせる 神の愛

６．貫く決意 神の愛

７．愛を分かつ奉仕のこころ

８．札幌教区百周年 一人ひとりの役割で

９．札幌教区百周年 従う者の心は一つ

１０．札幌教区百周年 与えられたものを伝えるために

１１．札幌教区百周年 イエスのことばと行いを告げるために

１２．神の愛 伝えて百年ありがとう これからも感謝をこめ

て伝えよう

１３．生きよう開拓精神 み国目指して

１４．はばたけ開拓精神 み国に向けて

１５．飛びたてまたこの百年 希望を乗せて

１６．平和の使者としての札幌教区

１７．福音の核心を共に生きよう

１８．灯し続けようキリストの光を

１９．宣教の道百年 さらに未来へ希望と平和どこまでも

２０．北海道 共に手を取り 手を合わせ 喜び発信どこまでも

２１．いつも喜び、たえず祈り合い、感謝する共同体

２２．主と共に北の大地に、豊かな実りを

２３．主と共に、支え合い、喜び合う共同体

２４．先人達の足跡１００年に感謝、キリストとともに未来に

向かって

２５．行きなさい、わたしはあなたを遣わす！

２６．十字架を胸に宣教誓う共同体

２７．えぞの地に宣教共同体１００周年

２８．開かるる教会宣教１００周年

２９．感謝１００年 直（ひた）向（むき）１００年 神の摂理！

明日に響け カトリックの言（こだま）魂

３０．神の声！ 感謝１００年 直（ひた）向（むき）１００年

明日に響け カトリックの言（こだま）魂

３１．神の声 感謝１００年！ 祈り１００年！ 明日に響け カ

トリックの言（こだま）魂

３２．北の街に根づいた１００年の福音

～皆で祈りの花束をつくろう～

３３．十字きり喜び伝えん新たに一歩

３４．日々の仕事と生活 この疲れを主に捧げ

主の癒しを糧に 新たな１００周年の今日を歩む

３５．先人達に感謝し 主を賛美しつつ

１００年後のビジョンを 共に分かち合おう

３６．小さなことも 大きな一歩のはじまりに 伝え合おう

支え合おう 私達の共同体

３７．知恵と力を出し合って 行きましょう 大きな問題も

小さな平和のいとぐちに

３８．私には私なりの派遣の道 主により頼み

もがきながらも精一杯

３９．教会の活性化にみんなで考え、実行しよう

４０．地域の心のよりどころとなる教会となるようみんなで努力しよう

４１．今日は救いの日、今は恵みの時、

そして今 新たな旅立ちの時

４２．小さな人々と共に歩んで行こう

４３．原点に立ちかえり、先人の精神を糧に新しい道を。

４４．神からの生命によって生かされている私達が、平和の

ために働くことができますように

４５．新たな世紀に向かう教会の招命を考える

４６．CoCo（ここ）はオアシス

４７．先人の熱き想いを次世代へつないでいこう主とともに

４８．主と共に新たなる１００年へ

４９．新たなる１００年へ 北の大地に主と共に生き続ける教会

５０．北の大地に神の慈しみの種を喜びのうちに蒔きましょう

５１．次の百年に向かっての一歩

５２．語り継ぐ１００年 未来への礎に

５３．魅力ある教会に向けて常に前進

５４．種を蒔く時 刈り取る時

５５．蝦夷キリシタンの祈りに励まされ

５６．１００年の足跡と我々の一歩を未来へ

５７．始まるよ 新しい１００年が

５８．未来に思いをはせ 神とともに次の時代へ

５９．恵みの大地 信仰のみ実り今 北の地に１００年を過ぎ越す

６０．イエスは言われた『わたしの父は今も働いておられる。

だから、わたしも働くのだ』さあ、わたしたちも、、、

６１．イエスは言われた『わたしの父は今も働いておられる。

だから、わたしも働くのだ』だから、わたしも、、、

６２．１００年の歩みの先へ、聖霊とともに

６３．聖霊とともに、１００年の歩みの先へ

６４．聖霊とともに、さらなる世紀へ

６５．聖霊とともに、さらなる世紀へ、歩み出そう

６６．聖霊とともに、さらなる１００年へ

６７．聖霊とともに、さらなる１００年へ、歩み出そう

６８．教区１００年、先達の労苦に学び 更によき共同体をめ

ざして 共同体が福音宣教に励みますように

６９．１００年の重み、この間の無数の祈りと思いを 更に発

展させ、輝かしき社会の福音化に取り組みましょう

［２］札幌教区ニュース／第２４号



【
ミ
サ
全
体
に
関
す
る

留
意
事
項
】

◆
司
祭
、
助
祭
、
奉
仕
者
の
席

①
司
式
司
祭
の
席
は
内
陣
に
用

意
す
る
。

②
助
祭
の
席
は
、
司
式
司
祭
の

近
く
に
置
く
。

③
奉
仕
者
の
席
は
、
司
祭
・
助

祭
の
席
と
明
確
に
区
別
す

る
。

◆
動
作
・
姿
勢

①
参
加
者
一
同
が
共
通
の
姿
勢

を
守
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
祭

儀
に
集
ま
っ
た
す
べ
て
の
人

の
一
致
が
し
る
し
と
し
て
表

さ
れ
ま
す
。
個
人
的
な
好
み

や
自
由
裁
量
に
よ
っ
て
決
め

る
こ
と
は
望
ま
し
く
な
い
。

②
日
本
の
適
応
と
し
て
、
ミ
サ

の
中
で
は
立
つ
こ
と
と
座
る

こ
と
を
基
本
的
な
姿
勢
に
す

る
。

③
立
つ
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い

る
場
合
で
も
、
健
康
上
の
理

由
や
他
の
重
要
な
理
由
が
あ

る
場
合
は
座
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

④
日
本
の
適
応
と
し
て
、
パ
ン

と
ぶ
ど
う
酒
の
聖
別
の
と

き
、
会
衆
は
ひ
ざ
ま
ず
く
の

で
は
な
く
立
っ
た
ま
ま
手
を

合
わ
せ
ま
す
。
そ
し
て
、
聖

別
の
祈
り
の
後
、
司
祭
・
助

祭
と
と
も
に
手
を
合
わ
せ
て

深
く
礼
を
す
る
。

◆
沈
黙

①
沈
黙
に
は
行
動
的
参
加
（
聖

な
る
沈
黙
）
と
し
て
重
要
な

側
面
が
あ
る
。

②
ミ
サ
中
の
み
な
ら
ず
、
ミ
サ

前
後
の
教
会
堂
内
は
も
ち
ろ

ん
、
教
会
堂
に
隣
接
す
る
場

所
で
も
沈
黙
が
守
ら
れ
る
よ

う
に
配
慮
す
る
。

◆
オ
ル
ガ
ン
や
他
の
楽
器
の
使

用
①
待
降
節
に
は
、
主
の
降
誕
の

喜
び
を
先
取
り
し
な
い
よ
う

節
度
を
も
っ
て
オ
ル
ガ
ン
や

他
の
楽
器
を
用
い
る
。

②
四
旬
節
に
は
、
歌
を
支
え
る

た
め
だ
け
に
オ
ル
ガ
ン
や
他

の
楽
器
を
使
用
す
る
。
ミ
サ

が
始
ま
る
前
と
ミ
サ
後
、
奉

納
行
列
、
聖
体
拝
領
な
ど
の

と
き
、
楽
器
の
み
に
よ
る
奏

楽
は
控
え
ま
す
。

③
た
だ
し
、
四
旬
節
第
４
主
日

と
祭
日
・
祝
日
は
例
外
。

【
ミ
サ
の
準
備
】

◆
祭
壇
布
・
ろ
う
そ
く
・
十
字

架
①
祭
壇
を
覆
う
祭
壇
布
は
白
色

を
用
い
る
。

②
祭
壇
の
上
に
ろ
う
そ
く
を
置

く
場
合
、
パ
テ
ナ
と
カ
リ
ス

が
会
衆
か
ら
は
っ
き
り
見
え

る
よ
う
に
す
る
。

③
ろ
う
そ
く
は
、
ど
の
祭
儀
に

お
い
て
も
少
な
く
と
も
２
本

置
く
。

④
主
日
や
守
る
べ
き
祝
日
の
場

合
は
、
ろ
う
そ
く
を
４
本
も

し
く
は
６
本
置
く
。

⑤
教
区
司
教
が
司
式
す
る
場
合

は
ろ
う
そ
く
を
７
本
置
く
。

⑥
祭
壇
上
も
し
く
は
祭
壇
の
近

く
に
、
磔
刑
の
キ
リ
ス
ト
像

の
つ
い
た
十
字
架
を
置
く
。

救
い
の
た
め
に
い
の
ち
を
さ

さ
げ
た
キ
リ
ス
ト
を
思
い
起

こ
す
た
め
で
す
。

⑦
入
堂
行
列
の
時
に
行
列
用
十

字
架
と
し
て
運
ぶ
こ
と
も
で

き
る
。

◆
祭
壇
の
装
飾

①
典
礼
季
節
や
祝
祭
日
の
特
徴

を
考
慮
し
節
度
を
守
る
。

②
日
本
の
適
応
と
し
て
、
四
旬

節
の
特
徴
を
ふ
ま
え
て
控
え

め
に
祭
壇
を
花
で
飾
る
こ
と

が
で
き
る
。

◆
司
祭
の
祭
服

①
司
式
司
祭
は
ア
ル
バ
と
ス
ト

ラ
の
上
に
カ
ズ
ラ
（
プ
ラ
ネ

タ
）
を
着
用
。

◆
入
堂
行
列
で
運
ん
だ
十
字
架

と
ろ
う
そ
く

①
磔
刑
の
キ
リ
ス
ト
像
の
つ
い

た
十
字
架
を
入
堂
行
列
の
と

き
に
運
び
、
祭
壇
の
近
く
に

置
く
こ
と
が
で
る
。

②
磔
刑
の
キ
リ
ス
ト
像
の
つ
い

た
十
字
架
が
す
で
に
祭
壇
近

く
に
あ
る
場
合
は
、
行
列
用

十
字
架
は
他
の
ふ
さ
わ
し
い

場
所
に
置
く
。

③
入
堂
行
列
の
時
に
運
ん
だ
ろ

う
そ
く
は
、
祭
壇
の
上
も
し

く
は
祭
壇
近
く
に
置
く
。

◆
内
陣
に
あ
る
聖
櫃
へ
の
表
敬

①
聖
櫃
が
内
陣
に
あ
る
場
合
、

ミ
サ
の
始
め
と
終
わ
り
に
聖

櫃
に
表
敬
す
る
動
作
が
加
わ

る
。

②
日
本
の
適
応
と
し
て
、
司

祭
・
助
祭
と
他
の
奉
仕
者
は

聖
櫃
の
前
で
立
っ
た
ま
ま
手

を
合
わ
せ
て
深
く
礼
を
す

る
。

③
そ
の
後
、
開
祭
以
降
の
ミ
サ

中
の
表
敬
は
省
く
。

◆
祭
壇
へ
の
表
敬

①
祭
壇
前
で
司
祭
・
助
祭
と
奉

仕
者
が
手
を
合
わ
せ
て
深
く

礼
を
す
る
表
敬
す
る
。

②
司
祭
・
助
祭
は
、
日
本
で
の

適
応
と
し
て
、
両
手
で
祭
壇

に
触
れ
て
深
く
礼
を
す
る
表

敬
が
加
わ
る
。

③
共
同
司
式
司
祭
が
行
列
に
加

わ
る
場
合
も
同
様
に
、
祭
壇

に
両
手
で
触
れ
深
く
礼
を
し

て
表
敬
す
る
。

④
共
同
司
式
司
祭
の
人
数
が
非

常
に
多
か
っ
た
り
、
健
康
上

の
理
由
な
ど
正
当
な
理
由
で

行
列
に
加
わ
ら
ず
、
す
で
に

着
席
し
て
い
る
共
同
司
式
司

祭
は
、
祭
壇
に
表
敬
す
る
必

要
は
な
い
。

◆
会
衆
へ
の
あ
い
さ
つ
と
ミ
サ

へ
の
導
入

①
祭
壇
か
ら
で
は
な
く
、通
常
、

自
席
か
ら
立
っ
て
行
い
、
祭

壇
は
供
え
も
の
の
準
備
の
時

か
ら
使
用
す
る
。

②
内
陣
の
広
さ
や
構
造
な
ど
に

よ
っ
て
は
、
祭
壇
か
ら
行
う

こ
と
も
で
き
る
。

③
そ
の
日
の
ミ
サ
へ
の
短
い
導

入
は
、
司
祭
だ
け
で
な
く
、

助
祭
も
し
く
は
信
徒
の
奉
仕

者
が
行
う
こ
と
も
で
き
る
。

◆
回
心
の
祈
り

①
回
心
の
祈
り
へ
の
招
き
の

後
、
一
同
が
自
ら
を
振
り
返

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
短

い
沈
黙
の
ひ
と
と
き
を
と

る
。

②
ミ
サ
の
回
心
の
祈
り
に
お
け

る
司
祭
の
ゆ
る
し
の
こ
と
ば

は
、
ゆ
る
し
の
秘
跡
と
し
て

の
効
果
を
も
た
ら
す
も
の
で

新新新
ししし
いいい
「「「
ロロロ
ーーー
マママ
・・・
ミミミ
サササ
典典典
礼礼礼
書書書
ののの
総総総

則則則
」」」
日日日
本本本
語語語
改改改
訂訂訂
訳訳訳
ににに
基基基
づづづ
くくく
変変変
更更更
箇箇箇
所所所

２
０
１
５
年
１１
月
２９
日（
待
降
節
第
一
主
日
）か
ら
実
施

カ
ト
リ
ッ
ク
中
央
協
議
会
は
司
教
常
任
委
員
会
と
典
礼
委

員
会
で
検
討
し
た
結
果
、
ミ
サ
の
式
次
第
改
訂
に
関
す
る
認

証
を
バ
チ
カ
ン
か
ら
得
ら
れ
る
ま
で
は
、
総
則
改
訂
訳
の
公

表
は
差
し
控
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
早
期
に
実
施
し
て
も
大
き
な
混
乱
を
招
か
な
い

と
思
わ
れ
る
変
更
箇
所
（
司
式
司
祭
と
共
同
司
式
司
祭
、
助

祭
に
関
す
る
変
更
と
、
日
本
に
お
け
る
適
応
な
ど
）
を
、
早

め
に
慣
れ
て
お
く
こ
と
が
望
ま
し
い
と
の
考
え
で
今
回
の
公

表
を
２
月
の
臨
時
司
教
総
会
で
認
可
。

信
徒
に
関
わ
る
主
な
部
分
を
掲
載
し
ま
す
の
で
、
司
祭
と

の
事
前
の
打
合
せ
、
確
認
を
行
い
準
備
し
ま
し
ょ
う
。

（
こ
の
変
更
に
関
す
る
小
冊
子
は
司
祭
と
教
会
に
配
布
し
て

あ
り
ま
す
。）
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は
な
い
。

【
こ
と
ば
の
典
礼
】

◆
こ
と
ば
の
典
礼
に
お
け
る
沈

黙
①『
典
礼
憲
章
』
３０
条
で
は「
聖

な
る
沈
黙
」
を
守
る
よ
う
に

求
め
ら
れ
て
い
る
。
日
本
の

適
応
と
し
て
、
第
１
・
第
２

朗
読
の
後
、
朗
読
さ
れ
た
神

の
こ
と
ば
を
味
わ
う
た
め

に
、
答
唱
詩
編
と
ア
レ
ル
ヤ

唱
（
詠
唱
）
が
始
ま
る
前
に

沈
黙
の
ひ
と
と
き
を
と
る
。

◆
朗
読
台
の
使
用

①
聖
書
朗
読
は
、
神
の
こ
と
ば

の
食
卓
で
あ
る
朗
読
台
か
ら

行
う
。

②
朗
読
台
は
こ
と
ば
の
奉
仕
の

み
に
用
い
る
。

◆
朗
読
の
務
め

①
ミ
サ
の
中
の
聖
書
朗
読
の
務

め
は
、
司
式
者
で
は
な
く
朗

読
奉
仕
者
の
務
め
で
あ
り
、

洗
礼
に
よ
る
祭
司
職
の
行
使

と
な
る
。

②
福
音
朗
読
は
助
祭
の
務
め
。

助
祭
不
在
の
場
合
は
他
の
司

祭
に
よ
っ
て
告
げ
ら
れ
る
。

③
一
つ
の
朗
読
を
複
数
の
朗
読

者
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
の

は
、
主
の
受
難
の
朗
読
に
限

ら
れ
る
。

◆
答
唱
詩
編

①
答
唱
詩
編
は
で
き
る
限
り
歌

う
よ
う
に
求
め
ら
れ
て
い

る
。
詩
編
を
歌
う
こ
と
が
難

し
い
場
合
も
、
答
唱
だ
け
で

も
会
衆
が
歌
う
こ
と
が
望
ま

し
い
。

②
詩
編
を
歌
う
こ
と
が
で
き
な

い
場
合
は
、
詩
編
を
ふ
さ
わ

し
い
方
法
で
朗
唱
す
る
。

◆
福
音
朗
読
前
の
応
唱
（
ア
レ

ル
ヤ
唱
、
詠
唱
）

①
ア
レ
ル
ヤ
唱
（
詠
唱
）
の
唱

句
は
聖
歌
隊
あ
る
い
は
先
唱

者
に
よ
っ
て
歌
わ
れ
、
会
衆

は
「
ア
レ
ル
ヤ
」
を
歌
っ
て

参
加
す
る
。

②
日
本
の
適
応
と
し
て
、
聖
歌

隊
が
無
か
っ
た
り
、
先
唱
者

が
い
な
か
っ
た
り
す
る
場
合

は
、
一
同
が
全
て
を
通
し
て

歌
う
こ
と
が
で
き
る
。

◆
福
音
朗
読

①
司
祭
が
福
音
朗
読
す
る
場

合
、
初
め
に
司
祭
は
手
を
広

げ
る
の
で
は
な
く
、
助
祭
の

代
わ
り
と
し
て
司
祭
が
朗
読

す
る
た
め
、
手
を
合
わ
せ
た

ま
ま
「
主
は
皆
さ
ん
と
と
も

に
」と
唱
え
る
。
会
衆
は「
司

祭
と
と
も
に
」
と
答
え
る
。

②
朗
読
す
る
司
祭
は
、
福
音
書

に
十
字
架
の
し
る
し
を
し
な

が
ら
「
○
○
○
に
よ
る
福

音
」
と
唱
え
て
い
た
が
、
今

後
は
、「
○
○
○
に
よ
る
福

音
」
と
唱
え
、
親
指
で
福
音

書
、
な
ら
び
に
自
分
の
額
、

口
、
胸
に
十
字
架
の
し
る
し

を
す
る
。

③
会
衆
は
「
主
に
栄
光
」
と
唱

え
な
が
ら
、
司
祭
と
同
様
に

自
分
の
額
、
口
、
胸
に
十
字

架
の
し
る
し
を
す
る
。

◆
説
教

①
説
教
を
信
徒
に
委
ね
る
こ
と

は
で
き
な
い
。

②
説
教
は
自
席
、
朗
読
台
、
も

し
く
は
ふ
さ
わ
し
い
場
所
に

立
っ
て
行
う
。

③
説
教
の
後
、
す
ぐ
に
信
仰
宣

言
も
し
く
は
共
同
祈
願
に
移

る
の
で
は
な
く
ふ
さ
わ
し
い

沈
黙
の
ひ
と
と
き
を
と
る
。

◆
共
同
祈
願

①
意
向
は
、
朗
読
台
も
し
く
は

他
の
ふ
さ
わ
し
い
場
所
か
ら

唱
え
る
。

②
意
向
を
唱
え
る
務
め
は
洗
礼

に
よ
る
祭
司
職
の
行
使
な
の

で
、
助
祭
、
先
唱
者
、
朗
読

奉
仕
者
、
信
徒
が
そ
の
務
め

を
果
た
す
。

【
感
謝
の
典
礼
】

◆
供
え
も
の
の
準
備

①
共
同
祈
願
が
終
わ
る
と
一
同

は
着
席
す
る
。

②
供
え
も
の
の
行
列
が
行
わ
れ

な
い
場
合
も
、
準
備
の
間
、

奉
納
の
歌
を
歌
う
こ
と
が
で

き
る
。

③
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
い
が
い
の

も
の
は
、
祭
壇
上
で
は
な
く

他
の
ふ
さ
わ
し
い
場
所
に
置

く
。

④
献
香
す
る
場
合
、
司
祭
は
パ

ン
と
ぶ
ど
う
酒
、
十
字
架
と

祭
壇
に
献
香
す
る
。

⑤
そ
の
後
、
奉
仕
者
は
祭
壇
横

で
、
香
炉
を
３
回
振
っ
て
、

司
祭
と
会
衆
に
献
香
す
る
。

◆
聖
体
授
与
の
臨
時
の
奉
仕
者

①
臨
時
の
奉
仕
者
は
司
祭
が
拝

領
し
て
か
ら
祭
壇
に
近
づ

く
。

②
奉
仕
者
は
、
司
祭
・
助
祭
か

ら
聖
体
を
拝
領
す
る
。

③
奉
仕
者
は
祭
壇
に
置
か
れ
た

パ
テ
ナ
も
し
く
は
カ
リ
ス
を

自
分
で
取
る
の
で
は
な
く
、

司
式
司
祭
か
ら
受
け
取
る
。

【
閉

祭
】

◆
退
堂

①
退
堂
の
時
も
、
入
堂
行
列
と

同
様
に
司
祭
・
助
祭
の
祭
壇

へ
の
表
敬
が
加
え
ら
れ
た
。

②
共
同
司
式
司
祭
は
、
退
堂
時

に
は
両
手
を
つ
い
て
の
祭
壇

表
敬
は
行
わ
な
い
。

③
聖
櫃
が
内
陣
に
あ
る
場
合
、

司
祭
・
助
祭
が
祭
壇
に
表
敬

し
た
後
、
司
祭
・
修
道
者
・

他
の
奉
仕
者
は
聖
櫃
の
前
で

立
っ
た
ま
ま
手
を
合
わ
せ
て

深
く
礼
を
し
ま
す
。

④
こ
の
表
敬
の
後
、
司
祭
・
助

祭
と
他
の
奉
仕
者
は
祭
壇
の

前
で
手
を
合
わ
せ
て
深
く
礼

を
し
て
か
ら
退
出
。

２
０
１
５
年
９
月
３０
日
を

も
っ
て
閉
鎖
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

１
９
６
９
年
武
宮
雷
吾
神
父

が
召
し
出
し
の
家
を
建
て
た
の

が
き
っ
か
け
で
ス
タ
ー
ト
し
、

１
９
７
８
年
に
利
尻
教
会
を
建

て
て
稚
内
教
会
の
巡
回
教
会
と

な
る
。

召
し
出
し
の
黙
想
の
家
と
し

て
全
国
の
多
く
の
方
々
に
利
用

さ
れ
て
き
た
。

教
会
と
召
し
出
し
の
黙
想
の

家
の
世
話
を
し
て
い
た
シ
ス

タ
ー
武
宮
さ
ん
が
骨
折
を
繰
り

返
す
な
ど
体
調
が
思
わ
し
く
な

く
、
も
う
一
人
の
吉
田
さ
ん
だ

け
で
は
維
持
管
理
し
て
い
く
事

が
難
し
く
な
っ
た
。

ま
た
、
利
尻
と
礼
文
に
い
る

信
徒
１０
名
程
で
の
建
物
の
維
持

管
理
も
難
し
い
と
判
断
さ
れ
、

７
月
１
日
開
催
の
教
区
司
祭
評

議
会
と
教
区
顧
問
会
議
で
、
雪

が
降
る
前
に
感
謝
ミ
サ
を
行
い

閉
鎖
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

感
謝
ミ
サ
は
９
月
２１
日（
月
・

敬
老
の
日
）午
後
１
時
３０
分
か

ら
主
任
司
祭
で
あ
る
長
尾
俊
宏

神
父
の
司
式
で
行
わ
れ
る
。

こ
れ
ま
で
の
皆
さ
ま
か
ら
頂

い
た
お
祈
り
と
お
恵
み
に
感
謝

い
た
し
ま
す
。
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２
０
１
６
年
１
月
２４
日
か
ら

３１
日
に
開
催
。
教
皇
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
も
大
会
へ
臨
席
か
。

日
本
公
式
訪
問
団
団
長
に
勝

谷
司
教
が
な
り
、
準
備
が
整
い

参
加
者
を
募
集

後
日
、
小
教
区
・
修
道
院
へ

募
集
の
案
内
が
送
付
さ
れ
る
の

で
希
望
者
は
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

日
本
司
教
団
も
フ
ィ
リ
ピ
ン

司
教
協
議
会
か
ら
国
際
聖
体
大

会
へ
の
招
待
を
受
け
て
い
る
。

ま
た
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
司
教
協

議
会
長
は
、
５
月
２３
日
に
教
皇

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
２
０
１
６
年

初
め
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
訪
問

し
、
セ
ブ
で
の
国
際
聖
体
大
会

に
臨
席
す
る
可
能
性
が
あ
る
と

明
ら
か
に
し
て
い
る
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
・
セ
ブ
教
区
の

ホ
セ
・
パ
ル
マ
大
司
教
は
、
バ

チ
カ
ン
が
２
０
１
６
年
５
月
に

予
定
さ
れ
て
い
る
国
際
聖
体
大

会
の
日
程
を
１
月
に
前
倒
し
で

き
な
い
か
依
頼
し
て
き
た
、
と

語
っ
た
。
バ
チ
カ
ン
か
ら
の
書

簡
に
よ
る
と
、
教
皇
は
同
年
５

月
に
は
既
に
予
定
が
入
っ
て
い

る
と
い
う
。

「
私
た
ち
は
１
月
で
結
構
だ

と
返
事
し
ま
し
た
。
教
皇
が
フ

ィ
リ
ピ
ン
を
訪
問
し
て
く
だ
さ

る
こ
と
の
方
が
優
先
さ
れ
ま
す

か
ら
」
と
パ
ル
マ
大
司
教
は

語
っ
た
。
同
大
司
教
は
、
教
皇

庁
国
際
聖
体
大
会
委
員
会
の
委

員
長
も
務
め
て
い
る
。

同
大
司
教
は
「
私
た
ち
は
、

教
皇
が
私
た
ち
を
明
る
く
励
ま

し
続
け
て
く
だ
さ
る
こ
と
を

知
っ
て
い
ま
す
。
教
皇
が
訪
問

し
て
く
だ
さ
れ
ば
、
私
た
ち
の

信
仰
と
キ
リ
ス
ト
者
と
し
て
の

生
活
に
多
大
な
イ
ン
パ
ク
ト
が

あ
る
で
し
ょ
う
」
と
語
っ
て
い

る
。

藤
学
園
は
、
今
年
創
立
９０
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。
キ
ノ
ル
ド

司
教
様
の
願
い
に
よ
っ
て

１
９
２
０
年
に
ド
イ
ツ
か
ら
来

日
し
た
シ
ス
タ
ー
た
ち
が
、
学

校
を
開
校
し
た
の
が
１
９
２
５

年
で
し
た
。
そ
れ
以
来
、
多
く

の
苦
難
や
試
練
を
経
な
が
ら
、

神
様
と
人
々
の
い
つ
く
し
み
深

い
愛
と
ご
親
切
に
支
え
ら
れ
、

助
け
ら
れ
な
が
ら
９０
年
を
歩
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
た
く
さ
ん
い
た
シ

ス
タ
ー
の
数
は
ど
ん
ど
ん
減
少

し
て
、
こ
れ
か
ら
の
大
き
な
課

題
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
的
な
価
値

観
を
ど
の
よ
う
に
生
徒
た
ち
に

伝
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
か

で
す
。信
徒
の
教
員
も
少
な
く
、

学
生
・
生
徒
・
園
児
達
に
ど
の

よ
う
に
神
様
の
愛
を
伝
え
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
か
、
大
き
な

課
題
で
す
。
こ
れ
は
藤
学
園
だ

け
で
は
な
く
、
日
本
中
の
カ
ト

リ
ッ
ク
学
校
が
直
面
し
て
い
る

課
題
で
す
。

今
年
の
９
月
２８
日
午
前
に
記

念
式
典
を
行
い
ま
す
。
９
月
２６

日
に
は
中
高
生
に
よ
る
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
な
ど
の
記
念
コ
ン
サ
ー

ト
、
２８
日
午
後
に
は
ピ
ア
ニ
ス

ト
遠
藤
郁
子
さ
ん
の
記
念
コ
ン

サ
ー
ト
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
二

つ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
ど
な
た
で

も
ど
う
ぞ
。
藤
学
園
講
堂
で
入

場
無
料
で
す
。

皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

第第第
５５５１１１
回回回
国国国
際際際
聖聖聖
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ががが
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リリリ
ピピピ
ンンン
・・・
セセセ
ブブブ
島島島
ででで
開開開
催催催

「「「
藤藤藤
学学学
園園園
創創創
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周周周
年年年
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千
徳
康
雄
神
父
の
司
祭

叙
階
５０
周
年
を
祝
う

４
月
２９
日
に
北
一
条
教
会
で

勝
谷
太
治
司
教
の
司
式
で
、
多

く
の
司
祭
・
修
道
者
・
信
徒
が

出
席
し
、
千
徳
神
父
の
司
祭
叙

階
５０
周
年
を
祝
う
ミ
サ
が
行
わ

れ
た
。

ミ
サ
後
は
聖
園
こ
ど
も
の
家

ホ
ー
ル
に
会
場
を
移
し
て
祝
賀

会
が
行
わ
れ
、
ミ
サ
に
引
き
続

き
多
く
の
信
徒
が
参
加
し
祝
っ

た
。宋

榮
峻
神
父
が

韓
国
へ
帰
国

約
１０
年
間
の
派
遣
期
間
を
終

え
て
、
８
月
２
日
の
山
鼻
教
会

で
の
ミ
サ
を
最
後
に
、
韓
国
・

護
政
府
教
区
へ
戻
ら
れ
た
。

宋
神
父
は
、当
初
、メ
リ
ノ
ー

ル
宣
教
会
を
通
し
て
、
札
幌
教

区
に
派
遣
さ
れ
た
。
東
室
蘭
、

登
別
、
山
鼻
、
真
駒
内
の
主
任

司
祭
を
務
め
司
牧
活
動
を
行
っ

た
。

＝

７
月
２６
日
真
駒
内
協
会
で
の

最
後
の
説
教
を
す
る
宋
神
父＝

�

�

�

�

勝
谷
司
教
様
は
、
今
年
の

４
月
１３
日
（
月
）
か
ら
翌
年

の
９
月
４
日
（
日
）
ま
で
を

「
教
区
百
周
年
の
年
」
と
定

め
ま
し
た
。

現
状
の
こ
と
と
し
て
耳
に

す
る
言
葉
が
あ
り
ま
す
。「
教

会
に
来
て
い
る
信
徒
を
見
て

い
る
と
、
高
齢
化
社
会
の
中

で
、
こ
れ
か
ら
の
教
会
が
ど

う
な
る
か
不
安
だ
」
と
言
う

言
葉
で
す
。

確
か
に
、
こ
れ
も
今
の
札

幌
教
区
、
日
本
の
教
会
の
現

状
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

例
え
ば
、
昨
年
の
教
勢
調

査
の
数
字
を
み
て
も
洗
礼
者

数
１
５
２
名
に
対
し
死
者
数

２
２
８
名
と
減
少
傾
向
を
し

め
し
て
い
ま
す
。
洗
礼
者
数

は
、
１
９
６
０
年
台
頃
は
年

に
１
０
０
０
名

前

後
、

１
９
９
０
年
台
頃
は
４
５
０

名
前
後
、
２
０
０
０
年
頃
か

ら
２
０
０
名
前
後
で
す
。

信
者
数
を
伸
ば
す
に
は
洗

礼
者
数
を
増
や
す
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
信
者
数

を
伸
ば
す
に
は
、
イ
エ
ス
の

教
え
（
福
音
）
を
広
め
る
し

か
な
い
の
で
す
。
今
、
私
た

ち
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
一

般
の
人
々
に
福
音
を
宣
べ
伝

え
て
い
く
か
と
言
う
こ
と
を

考
え
る
時
で
す
。
私
た
ち
の

日
頃
の
行
動
か
ら
、
イ
エ
ス

の
教
え
と
は
こ
う
い
う
事
な

ん
だ
な
と
知
っ
て
も
ら
う
事

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

例
え
ば
、
歌
う
こ
と
が
得

意
な
人
は
、
聖
歌
隊
な
ど
の

活
動
を
通
し
て
、
誘
い
合
っ

て
一
般
の
方
に
も
参
加
し
て

も
ら
う
事
は
出
来
な
い
で

し
ょ
う
か
。

建
築
な
ど
技
術
の
得
意
な

人
は
、
そ
の
技
術
で
教
会
の

こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と

が
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

学
校
・
幼
稚
園
・
保
育

所
・
施
設
で
働
く
神
父
様
や

シ
ス
タ
ー
、
信
徒
の
姿
や
言

動
に
触
れ
て
、
教
会
に
通
い

始
め
る
人
も
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

一
般
の
人
が
、
教
会
に
強

く
引
き
付
け
ら
れ
る
も
の
は

何
か
。

一
般
の
人
が
、
教
会
を
訪

れ
や
す
く
す
る
に
は
ど
う
す

れ
ば
良
い
だ
ろ
う
か
。

教
会
以
外
で
、
福
音
を
宣

べ
伝
え
る
に
は
ど
う
す
れ
ば

良
い
か
。

今
、
楽
し
さ
を
感
じ
な
が

ら
様
々
な
こ
と
を
思
い
め
ぐ

ら
し
て
い
ま
す
。

教
区
百
周
年
の
年
を
、
楽

し
い
も
の
と
し
ま
し
ょ
う
。

（
札
幌
地
区

Ｈ
）

札幌教区ニュース／第２４号［５］
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教区内の主な行事（８月～１１月）

関連団体の主な行事（８月～１１月）

故

荒
木
関

巧
神
父
の

一
年
命
日
祭
ミ
サ
を
行
う

２
０
１
５
年
４
月
１２
日
午
後

３
時
か
ら
、北
一
条
教
会
に
て
、

勝
谷
太
治
司
教
の
司
式
で
行
わ

れ
た
。

追
悼
ミ
サ
に
は
司
祭
、
修
道

者
、
信
徒
１
５
０
名
余
り
が
参

加
し
、
在
り
し
日
の
神
父
様
を

偲
ん
で
執
り
行
わ
れ
た
。

■
訃

報
■

神
様
の
も
と
に
召
さ
れ
た
皆

様
の
た
め
に
お
祈
り
く
だ
さ
い
。

■
殉
教
者
の
聖
ゲ
オ
ル
ギ
オ
の

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
修
道
会

▽
Sr.

Ｍ

ボ
ニ
フ
ァ
チ
ア

吉
田

和
子

昨
年
、
誓
願
６０
周
年
の
お
祝

い
を
し
た
シ
ス
タ
ー
で
し
た

が
、
肝
腫
瘍
の
た
め
、
札
幌
マ

リ
ア
院
に
お
い
て
７
月
６
日
神

様
の
も
と
に
召
さ
れ
ま
し
た
。

〔
略
歴
〕

１
９
２
９
年
１
月
２
日生

ま
れ
る

１
９
４
８
年
６
月
１３
日

受
洗

１
９
５
２
年
８
月
２８
日

入
会

１
９
５
５
年
８
月
１２
日

初
誓
願

１
９
６
０
年
９
月
２３
日終

生
誓
願

２
０
０
４
年
１１
月
２３
日誓

願
金
祝

２
０
１
４
年
１１
月
２２
日

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
祝

２
０
１
５
年
７
月
６
日

帰
天

会 場

旭川大雪クリスタルホール

藤女子大７階７５６教室

北見教会

伊達教会

札幌光星中学高等学校講堂

旭川五条教会

北１１条教会

海星学院講堂（室蘭市）

函館・旭ケ岡の家

ベネディクトハウス

札幌マリア院

釧路教会

名 称

旭川地区カトリック大会（堅信式があります）
テーマ：宣教する共同体を目指して
講 師：勝谷 太治 司教

障がいと共に歩む札幌大会２０１５
（日本カトリック障がい者連絡協議会・第１２回全国大
会）

北見地区カトリック大会
講 師：ライヤ・フランシス神父（苫小牧教会主任）

第５０回苫小牧地区女性大会
テーマ：出向いていく教会
指導者：ライヤ・フランシス神父（苫小牧教会主任）

札幌地区使徒職大会
テーマ：教区１００周年を迎え 新しい１００年への宣教を考

える
講 師：勝谷 太治 司教

教区司祭年の黙想会

旭川地区黙想会
講 師：中川 博道神父（男子跣足カルメル修道会）

札幌地区おやじ（男性信徒）の会
情報交換と親睦を深める

苫小牧地区信徒大会 （堅信式が行われます）
テーマ：札幌司教区の１００年

－カトリック教会の将来を見据えて－
指導者：勝谷 太治 司教

カトリック福祉施設の集い（札幌カリタス主催）

札幌教区司祭評議会

２０１５年度第２回札幌教区宣教司牧評議会

釧路地区カトリック大会
テーマ：釧路地区の現状・課題・将来像

日 時

８月９日（日）
午前１０時３０分

８月２２日（土）
午後１時３０分～

２３日（日）午後１時

８月３０日（日）

９月５日（土）

９月６日（日）
開場：午前８時３０分

９月７日（月）～
１２日（土）

９月２６日（土）～
２７日（日）

１０月１１日（日）～
１２日（月）

１０月１８日（日）
午前１０時～
午後３時４５分

１０月２３日（金）～
２４日（土）

１０月２７日（火）

１０月３１日（土）

１１月１日（日）
午前１０時

会 場

幼きイエズス修道院

トラピスト大修道院

藤学園

名 称

十勝カルメル修道会創立２５周年記念ミサ

横内弘司祭 トラピスト大修道院長就任式

藤学園創立９０周年記念ミサ

日 時

９月１５日（月）

９月１９日（土）

９月２８日（月）

［６］札幌教区ニュース／第２４号


